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内容 を比較検討 した。調査項 目は,性 別,合 併症,
1年あたりの意識下治療回数,全 身麻酔下治療回
















歯本数,抜 髄本数,根 管治療回数,歯 冠修復回数
36 奥 羽 大 歯 学 誌 2011
は激減 し,結果的に全身麻酔回数,来 院回数も少
なく済む ことが明 らかになった。
　全身麻酔の安全性や快適性が高まっていること
から,協 力度の低い知的障害者は全身麻酔下で定
期的メインテナンスを行 うことが有用であると思
われる。
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